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「苦痛の連帯」のためのデモクラシー
　―― 写真家・鄭周河（チョン・ジュハ）の福島写真を手がかりに

李 範根（東京大学大学院総合文化研究科 博士課程 2年）

　私の発表は、どのようにすれば他者の苦しみを想像し、それを自分の苦し
みと重ね合わせることができるのか、という問いから出発しています。

　発表の題材として用いるのは写真です。写真は特別な能力や訓練がなくて
も携わることができる表象形式であります。その意味においてデモクラシー
と類似性があるといえます。写真のデモクラティックな性質を踏まえた上で、
本発表では、韓国人の写真家・鄭周河（チョン・ジュハ）さんが撮影した福
島写真を取り扱い、苦しみを想像し、重ね合わせるためのきっかけとして、「写
真＝デモクラシー」のあり方を模索することを目標としました。

　今、お見せしているんですが、このようにほとんどの写真は、福島の美し
くてのどかな自然風景や日常的な風景をとらえたものです。原発事故によっ
て、以前のような日常や風景が根本的に奪われているはずなのに、写真から
みえるのは依然として変わらない福島の自然、日常風景なのです。このよう
な現実と視覚表象の認識的なズレは、「見える＝知る」という認識作用を超
えたところにある、根源的あるいは普遍的喪失と関係していると思います。
こうした喪失という感覚の普遍性が、写真をみる人において、もし想像され
るとしたら、その時写真は、他者の苦しみを情報として伝える単なる窓とい
うよりは、他者と自分の境遇ですね、より直接的に重ね合わせることができ
るきっかけとなるのではないでしょうか。

　他者の苦しみを想像し重ね合わせるきっかけとしての写真デモクラシー
は、このような想像的直接性に支えられることによって模索されるのではな
いかと考えています。

　発表は以上となります。ご清聴ありがとうございました。
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